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平
成
24
年
４
月
18
日
（
水

曜
日
）
晴
れ 

Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
北
口
発
２
番
の

り
場 
中
畑
回
転
場
行 

出

灰
下
車 

 

出
灰
→
素
盞
鳴
神
社
→
願
成

寺
→
総
会
会
場   

「
わ
が
ま
ち
紹
介
」
後
、 

２
０
１
２
年
度
Ｖ
Ｇ
槻
輪
総

会
会
場
へ 

総
会
後
、
会
食
・
親
睦
会
を

行
う
。  

 

出
灰
は
出
灰
川
・
田
能
川
・

流
谷
川
が
合
流
す
る
場
所
で

す
。
高
槻
か
ら
亀
岡
へ
行
く

府
道
（
６
号
線
）
で
北
に
行

く
と
両
国
橋
が
有
る
の
を
ご

存
じ
で
す
ね
。
丹
波
の
国
と

山
城
の
国
の
二
つ
を
結
ぶ
橋

な
の
で
、
そ
う
い
っ
た
名
前

が
つ
い
て
い
る
そ
う
で
す
。 

い
ま
で
も
、
大
阪
府
と
京
都

府
の
府
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

出
灰
川
を
挟
ん
で
高
槻
市
と

京
都
市
が
隣
接
す
る
地
域
で

京
都
市
側
も
大
原
野
出
灰
町

で
同
じ
地
名
で
す
が
、
丹
波

と
山
城
と
国
も
違
う
別
の
村

で
す
。
府
道
と
分
か
れ
て
、

出
灰
川
の
右
岸
沿
い
に
車
道

を
歩
く
。こ
の
道
は『
緑
の
郷
』

の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し

て
高
槻
市
が
指
定
し
て
い
ま

す
。車
も
殆
ど
通
ら
な
い
舗
装

道
路
で
す
。山
際
に
は
野
仏
も

道
行
く
人
を
見
守
っ
て
い
ま

す
。道
添
え
に
は
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
大
き
な
桜
が
咲
き
、山
に

は
山
桜
が
咲
き
春
の
空
気
を

楽
し
み
な
が
ら
散
策
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。  

 

「
出
灰
（
い
ず
り
は
）」
の
地

名
は
、古
来
、石
灰
を
産
出
し
、

朝
廷
に
納
め
て
い
た
こ
と
に

よ
る
と
い
う
。出
灰
は
、広
く
、

梅
の
木
原（
う
め
の
き
は
ら
）、

垣
内
（
か
い
ち
）、
島
崎
（
し

ま
ざ
き
）、
堂
の
前
（
ど
う
の

ま
え
）、
西
の
下
（
に
し
の
し

た
）、
二
の
瀬
（
に
の
せ
）、
東

羅（
ひ
が
し
ら
）が
あ
り
ま
す
。

（
昔
の
名
称
で
は
小
字
で
す
）

出
灰
に
は
、２
０
１
１
年
８
月

18
日
（
木
）
に
「
わ
が
ま
ち

紹
介
」
で
訪
問
し
ま
し
た
。
そ

の
と
き
Ｋ
さ
ん
が
別
荘
の
客

間
に
大
き
な"

い
ろ
り"

を
自

前
で
作
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
度
の
総
会
は
、家

主
の
好
意
を
受
け
て
、こ
の
静

か
な
出
灰
の
別
荘
を

お
借
り
し
て
総
会
を

開
催
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。 

 

素
盞
鳴
神
社[

す
さ
の
お
じ

ん
じ
ゃ]

（
高
槻
市
出
灰
小
字

堂
ノ
前
） 

 

素
盞
鳴
神
社
は
流
谷
川
の

左
岸
に
鎮
座
し
ま
す
。 

境
内
に
は
神
仏
習
合
時
代
の

牛
頭
天
王
の
灯
籠
が
残
り
、

鳥
居
左
の
御
神
木
の
巨
大
な

桂
は
合
併
前
は
京
都
府
、
現

在
は
大
阪
府
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

創
祀
は
不
詳
で
す
。 

御
祭
神
は
素
盞
鳴
命
で
出
灰

村
の
村
社
で
す
。 

西
山
浄
土
宗 
願
成
寺（
大
阪

府
高
槻
市
出
灰
字
東
羅
） 

 

創
建
は
不
詳
で
す
。 

一
休
和
尚
が
再
建
し
た
と
言

わ
れ
る
尼
院
寺
（
支
堤
寺
）

（
文
安
４
年
（
１
４
４
７
））

の
以
前
か
ら
あ
っ
た
お
寺
で

す
。
豊
国
山
と
号
し
、
浄
土

宗
西
山
派
本
山
栗
生
光
寺
下

で
す
。
境
内
は
宅
地
１
３
３

坪
を
有
し
、
阿
弥
陀
仏
を
本

尊
と
す
る
。 

現
在
の
本
殿
は
昭
和
28
年

再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。
以

前
は
現
在
と
ほ
と
ほ
ぼ
同
じ

大
き
さ
の
茅
葺
き
屋
根
の
本

殿
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
25
年

５
月
に
本
殿
の
西
側
に
あ
っ

た
風
呂
場
の
火
の
不
始
末
で
、

仏
像
、
仏
具
、
大
事
な
過
去

帳
ま
で
一
切
灰
燼
に
帰
し
た
。 

当
時
、
寺
の
財
産
も
な
く
な

り
、
僅
か
40
数
戸
の
檀
家
が

一
丸
と
な
っ
て
わ
ず
か
３
年

で
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
火
災

ま
で
は
専
任
の
住
職
が
お
ら

れ
た
が
、
そ
の
後
は
山
城
方

面
の
曽
呂
が
兼
務
さ
れ
、
平

日
は
無
住
で
、
檀
家
代
表
が

め
ん
ど
う
を
見
て
お
ら
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。 

出
灰
に
つ
い
て
は
、
２
０
１

１
年
８
月
「
わ
が
ま
ち
紹
介
」

を
ご
覧
下
さ
い
。
Ｓ
・
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２０１２年６月度行事予定 
“日本食に欠かせない豆腐と蒟蒻を知ろう”：旧田中村（茨木市） 

月 日 ：２０１２年６月２１日（第３木曜日） 

集合場所 ：高槻市立小寺池図書館前  10:20 

順 路 ：小寺池図書前から車で分乗し旧田中村（伏見屋） 

そ の 他 ： １）伏見屋の工場見学には人数制限があります。 

        見学希望者は大岡までお申し込み下さい。 

２）伏見屋の工場見学は 11:00 から 12:00（予定） 

(５月定例連絡会で詳細を説明します。） 

 

２０１２年５月度行事予定 

"情熱的で美しいあなたにぴったりのバラを見つけよう"：茨木市  

月 日：２０１２年５月１７日（第３木曜日）  

集合場所：Ｊ阪急茨木市駅改札出口 10:20 

阪急茨木南 10：31 発（近鉄バス）→「水尾三丁目

行き」に乗り「若園公園前」バス停下車 徒歩 3 分   

順 路: 阪急茨木市駅→バス→若園バラ公園→バス→阪急茨木市駅   

そ の 他：１）園内でお弁当が食べられます。（弁当ご持参下さい。） 

２）駐車場は有るがシーズン中は満車になるようです 

わ
が
ま
ち
紹
介 

"

静
か
な
山
間
の
別
荘
で
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う"

出
灰 

                                

 

       

た
か
つ
き
春
の
市 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

４
月
21
日
（
土
） 

平
成
24
年
の
春
の
市
は
、

前
日
の
夕
方
ま
で
開
催
日

の
天
候
が
雨
と
曇
り
に
こ

ろ
こ
ろ
と
変
わ
り
、
準
備

を
し
た
り
、
中
断
し
た
り

と
、
心
悩
ま
せ
た
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
し
た
。 

し
か
し
、
当
日
は
少
し
風

が
あ
り
ま
し
た
が
、
快
晴

で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
日

よ
り
と
な
り
ま
し
た
。 

Ｖ
Ｇ
槻
輪
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
３

名
参
加
し
、
本
部
前
に
出

店
し
ま
し
た
。
今
回
も
多

く
の
商
品
を
出
品
し
て
く

れ
ま
し
た
。
当
日
も
多
く

の
会
員
が
参
加
し
市
民
と

の
会
話
を
楽
し
ん
で
頂
き

ま
し
た
。 

今
ま
で
の
経
験
も
あ
り
ま

す
が
、
本
当
に
良
い
品
物

を
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
な

価
格
を
付
け
ら
れ
、
す
ぐ

に
売
れ
た
物
も
多
く
あ
っ

た
様
で
す
。 

Ｓ
・
Ｏ 


